


【国保】

E-13　シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影

（診断確定前のアルツハイマー病）

《令和２年２月２６日新規》

○ 取扱い

原則として、アルツハイマー病の確定診断を目的として実施したシング

ルホトンエミッションコンピューター断層撮影（同一のラジオアイソトー

プを用いた一連の検査につき）の算定は認められる。

○ 取扱いの根拠

シングルホトンエミッションコンピューター断層撮影は、アルツハイマ

ー病においては、後部帯状回、楔前部、前頂葉連合野の血流低下が特徴で

あり、当該疾患の確定診断に有用である。


